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 Ⅰ 森林環境譲与税の譲与額・執行額・積立額の状況                 

 本市における譲与税の譲与額は、令和元年度において約 33,013 千円が譲与されています。執行額

については、令和元年度に約 5,149 千円執行しており、森林の整備をはじめとした取組において譲与

税を活用しております。毎年度の譲与税を一般財源と区分し経理する必要があることから、基金を設置

し、単年度の不用額については、後年度の事業に要する費用に充当するために基金に積み立て、適切な

運用管理を行います。令和元年度の基金積立額は、約 27,864 千円となっており、今後も引き続き譲

与税を活用した取り組みを検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 はじめに 

(円) 

令和元年度
(実績)

譲与額(利子等含む) 33,012,570

執行額 5,148,540

基金積立額 27,864,030
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 Ⅱ 森林環境譲与税の使途区分                             

 本市における譲与税の使途については、法第 34 条第 1 項の範囲内で、「大分県森林環境譲与税ガイ

ドライン」に即して、森林の公益的機能の維持増進等を図るにあたって有効的な事業や施策に対し充当

しています。また、使途については、事業や施策の目的を分かりやすくするために、以下の区分に整理

しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度の譲与税の執行額は、5,149 千円であり、区分ごとの執行の内訳は以下の通りです。「森

林整備」に関する事業において 4,708 千円執行しており、「木材利用の促進」では 441 千円を執行し

ています。 

第 2 章、第 3 章にかけて、区分ごとに、令和元年度に本市が実施した事業や取り組みについて具体

的に記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存事業では森林整備が進まず、手入れ不足となっているまたは手入れ不足となる恐れのある森林

や公益的機能の観点から早急に手入れを行うべき森林の適切な整備に向けた事業等。 

二酸化炭素の吸収源である森林の整備の促進及びカーボンニュートラルの観点から市民に対し木

の良さを周知し、木材利用を促進することを目的とした取組等。 
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   未整備森林の抽出及び整備対象の優先順位付け                  

譲与税充当額 4,708,000 円 

【目的】 

木材価格の低迷や世代交代等で手入れされていない森林が増加していることを背景に、森林所有者に

対して今後の森林の管理に関する意向調査を行うための事前調査を実施し、意向調査対象森林の優先順

位等の基礎データを作成することを目的とする。 

 

【取組実績】 

 市内の森林において「施業の必要性」と「収益性」の項目に基づき、整備すべき林班の優先度を決定

した。 

※林班：森林を管理しやすくするために、尾根や谷など自然の地形や旧市町村の境界などで大きく区切

った区域のこと。 

 

  大分市市林整備に係る整備区域選定業務委託  委託費：4,708,000 円 

   対象森林所有者数：16,285 人  対象森林面積：10,947ha  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 森林整備 
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   おおいた材利用促進協議会負担金                        

譲与税充当額 440,540 円 

【目的】 

 大分県及び県内の 17 市町からなる「おおいた材利用促進協議会」を発足し、県内で生産される製材

品の利用拡大に関する事業を実施し、木材産業の振興を図り、適切な森林管理や整備に資することを目

的とする。 

 

【取組概要】 

 県内の木材の利用(消費)拡大対策や販路拡大対策に関する事業を実施するために必要な経費について

一部負担金として譲与税を充当する。 

 

【取組実績】※令和 2 年度おおいた材利用促進協議会通常総会資料より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 木材利用の促進 


